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特別記事

特
別
記
事

賀
川
真
理
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
賀
川
真
理
氏
か
ら
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
、
「
日
米
移
民
問
題
を

め
ぐ
る
連
邦
政
治
・
地
方
政
治
と
日
本
ー
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け

る
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
に
関
す
る
考
察
」
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
　
章

第
一
章

第

二　六五四三二一
章注

一

　
問
題
意
識

　
二
〇
世
紀
転
換
期
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
ア
イ
リ
ッ

　
シ
ュ
の
進
出
ー
中
国
人
・
日
本
人
排
斥
に
関
す
る
一
考
察

問
題
の
所
在

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

中
国
人
排
斥
と
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

一
八
八
O
年
代
以
降
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
日
本
人
排
斥

結
び

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
震
災
と
日
本
の
対
応
－
積
極
的
な

対
米
イ
メ
ー
ジ
作
り

問
題
の
所
在

　
　
二
　
日
本
の
対
応

　
　
　
（
一
）
　
救
済
方
法
の
模
索

　
　
　
（
二
）
　
義
掲
金
の
呼
び
掛
け

　
　
　
（
三
）
　
在
米
日
本
人
の
対
応

　
　
三
　
義
掲
金
の
拒
絶
と
日
米
の
対
応

　
　
　
（
一
）
　
外
国
か
ら
の
義
揖
金
の
拒
絶

　
　
　
（
二
）
　
義
損
金
の
受
諾

　
　
四
　
結
び

　
　
　
注

第
三
章
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
人
学
童
隔
離
問
題

　
　
第
一
節
　
中
国
人
に
対
す
る
隔
離
教
育
と
日
本
人
子
弟
の
教
育
問
題

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
一
　
問
題
の
所
在

　
　
　
二
　
中
国
人
学
校
の
設
置

　
　
　
三
　
日
本
人
学
童
隔
離
問
題

　
　
　
　
（
一
）
　
一
八
九
三
年
に
お
け
る
日
本
人
学
童
隔
離
問
題

　
　
　
　
（
二
）
　
学
童
隔
離
問
題
の
興
隆

　
　
　
　
（
三
）
　
外
国
語
学
校
取
り
締
ま
り
法

　
　
　
四
　
日
本
語
学
校
の
存
在
意
義

　
　
　
　
（
一
）
　
日
本
人
移
民
の
定
着

　
　
　
　
（
二
）
　
日
本
語
学
校
の
変
遷

　
　
　
　
（
三
）
　
日
本
人
教
育
会
の
発
足

　
　
　
　
（
四
）
　
日
本
人
と
日
本
語
学
校
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五
　
結
び

　
　
注

第
一
一
節
　
一
九
〇
六
年
の
隔
離
決
議
を
め
ぐ
る
在
米
日
本
人
の
対
応

　
一
　
問
題
の
所
在

　
二
　
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
本
領
事
の
対
応

　
三
　
駐
米
日
本
大
使
の
対
応

　
四
　
在
米
日
本
人
連
合
協
議
会
の
対
応

　
　
（
一
）
　
在
米
日
本
人
連
合
協
議
会
と
学
童
隔
離
問
題

　
　
（
二
）
　
安
孫
子
久
太
郎
の
日
本
政
府
に
対
す
る
見
解
と
二
世
教

　
　
　
　
　
育
観

　
五
　
結
び

　
　
注

第
三
節
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
学
童
隔
離
問
題

　
一
　
問
題
の
所
在

　
二
　
学
童
隔
離
問
題
前
後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政

　
三
　
隔
離
理
由
と
現
地
で
の
反
応

　
四
　
市
政
と
「
日
本
人
問
題
」

　
　
（
一
）
　
市
長
の
不
在

　
　
（
二
）
　
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
交
渉

　
五
　
結
び

　
　
注

第
四
節
　
国
務
省
の
対
応

　
一
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
し
て

　
　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
前
期
の
対
応

　
　
　
　
大
統
領
教
書
の
送
付

　
　
　
　
後
期
の
対
応

　
　
　
　
結
び

　
　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
メ
ト
カ
フ
長
官
の
派
遣
と
州
権
論
争

　
　
　
　
日
米
貿
易
に
対
す
る
懸
念

　
　
　
　
日
米
戦
争
論

　
　
　
　
結
び

　
　
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
震
災
後
の
対
応
に
お
け
る
連
邦
政
治
と

　
　
一

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
二
　
日
本
人
移
民
と
転
航
者

　
　
三
　
前
期
の
対
応

　
　
四
　
後
期
の
対
応

　
　
五
　
結
び

　
　
　
注

　
第
五
節
　
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
対
応
を
中
心
と

　
　
　
注

　
第
六
節
　
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
と
日
米
関
係

　
　
一

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
　
注

　
　
章
　
連
邦
政
治
と
地
方
政
治

終

地
方
政
治
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（
一
）
　
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
市
長
に
よ
る
対
応

　
（
二
）
　
連
邦
政
府
に
よ
る
対
応

　
（
三
）
　
連
邦
政
治
と
地
方
政
治

二
　
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
に
お
け
る
連
邦
政
治
と
地
方
政
治

　
（
一
）
　
連
邦
政
府
と
州
政
府

　
（
二
）
　
連
邦
政
府
と
市
政

三
　
対
外
政
策
を
め
ぐ
る
連
邦
政
治
と
地
方
政
治

　
注

　
序
章
「
問
題
意
識
」
で
は
、
何
故
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
日
本

人
学
童
隔
離
問
題
を
、
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
選
択
し
た
か
の
理
由
が
示
さ

れ
る
。
第
一
に
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
は
、
日
本
の
開
国
以
来
日
米
外
交

史
の
中
で
き
わ
め
て
重
要
な
外
交
上
の
懸
案
事
項
と
な
っ
た
こ
と
、
第
二

に
本
問
題
は
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
リ
テ
イ
ッ
ク
ス
及
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
あ
る

い
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う
風
土
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
議
論
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
、
第
三
に
本
問
題
に
対
す
る
従
来
の
研
究

が
あ
ま
り
に
も
画
一
的
な
と
ら
え
方
ー
例
え
ば
日
本
側
が
米
連
邦
政
府

へ
抗
議
を
申
し
入
れ
た
の
は
、
日
清
・
日
露
の
両
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本

が
軍
事
力
を
背
景
に
欧
米
諸
国
と
対
等
の
待
遇
を
要
求
し
は
じ
め
た
か
ら

だ
と
い
っ
た
論
議
や
、
黄
禍
論
、
日
米
戦
争
論
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
的
見
方
か
ら
、
日
米
関
係
悪
化
の
原
因
と
す
る
よ
う
な
と
ら
え
方
1

に
対
し
、
問
題
の
本
質
が
無
視
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
本
論
文
で
は
、
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
の
発
生
理
由
を
、
当
時
の
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
の
特
殊
な
政
治
状
況
に
求
め
、
こ
れ
を
単
な
る
移
民

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
当
時
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い

う
一
地
方
政
治
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
、
す
な
わ
ち
現
地
社
会
全
体
を
見

通
し
た
視
点
か
ら
問
題
の
発
生
と
そ
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
が
力
説
さ

れ
る
。

　
第
一
章
「
二
〇
世
紀
転
換
期
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
の
進
出
」
は
、
都
市
と
し
て
の
形
成
・
確
立
期
を
迎
え
た
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
、
中
国
人
・
日
本
人
が
排
斥
さ
れ
た
点
を
市
政
と
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
の
関
わ
り
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
初

頭
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
全
米
各
地
か
ら
金
鉱
を
求
め
て
や
っ
て

き
た
若
者
が
多
く
、
政
治
・
経
済
の
支
配
者
層
に
は
他
の
大
都
市
で
は
社

会
の
中
枢
部
に
入
れ
な
か
っ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
一
、
絶
対
的
な
数
の
多

さ
、
二
、
大
部
分
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
、
三
、
都
市
に
集
住
、
四
、
投
票

者
集
団
と
し
て
の
団
結
、
五
、
抗
議
の
手
段
と
し
て
の
実
力
行
使
。
こ
う

し
た
特
色
を
持
つ
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
、
移
民
以
前
か
ら
英
語
が
話
せ
た
こ

と
の
利
点
も
利
用
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
確
実
に
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の
地
位
と
土
地
の
所
有
権
を
入
手
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
W

A
S
P
が
支
配
す
る
他
の
多
く
の
都
市
と
は
異
な
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
開
か
れ
た
社
会
で
は
、
東
部
よ
り
二
世
代
も
早
く
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
を
政

界
に
進
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
一
人
、
民
主
党
の
ブ
ロ

ダ
リ
ッ
ク
は
州
知
事
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
議
会

上
院
議
長
、
さ
ら
に
は
連
邦
上
院
議
員
に
の
ぼ
り
つ
め
る
。
ま
た
ダ
ウ
ニ
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i
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
れ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
最
初
の
州
知
事

と
な
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
レ
ベ
ル
で
も
、
東
部
に
さ
き
が
け
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
市
長
が
誕
生
。
こ
の
よ
う
に
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

と
い
う
新
興
都
市
に
お
い
て
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
は
次
第
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

は
ボ
ス
政
治
と
革
新
政
治
が
く
り
返
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
の
政
権
に

お
い
て
も
ア
ジ
ア
人
排
斥
が
政
治
綱
領
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
特
に
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
中
心
と
な
っ
て
、
中
国
人
、
さ
ら
に
日
本
人
を
排
斥
の

標
的
と
す
る
に
至
る
。
一
八
八
O
年
代
か
ら
日
本
人
移
民
の
排
斥
が
進
む

一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
労
働
組
合
の
組
織
化
が
進
み
、
ボ
ス
政
治
が
展
開

さ
れ
、
中
国
人
の
減
少
に
伴
い
、
排
斥
の
対
象
が
日
本
人
移
民
に
移
っ
て

い
く
。
特
に
一
九
二
一
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
日
本
人
排
斥
連
盟
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
マ
ッ
ク
ラ
ッ

チ
ー
の
活
動
は
極
め
て
積
極
的
で
あ
り
、
地
方
新
聞
「
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・

ビ
i
」
の
編
集
者
と
し
て
日
本
人
は
本
質
的
に
ア
メ
リ
カ
人
と
同
化
で
き

な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
排
斥
を
唱
え
、
州
の
財
務
労
働
長
官
、
司
法
長

官
さ
ら
に
第
一
次
大
戦
の
出
征
軍
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
米
国
在
郷
軍

人
会
と
と
も
に
、
国
務
省
に
日
本
人
排
斥
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
数

多
く
作
成
し
て
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
章
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
が
中
心
と
な
っ
て
、
中
国
人
、

さ
ら
に
は
日
本
人
排
斥
運
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
分
析
し
て
い

る
。
彼
ら
の
政
治
的
指
導
力
、
民
族
と
し
て
の
団
結
力
は
組
織
票
に
つ
な

が
り
、
政
界
・
財
界
・
言
論
界
を
握
り
そ
の
激
し
い
闘
争
ス
タ
イ
ル
と
と

も
に
日
本
人
排
斥
の
急
先
鋒
に
な
っ
た
こ
と
が
各
種
の
資
料
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

　
第
二
章
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
震
災
（
一
九
〇
六
年
）
と
日
本
の
対

応
」
は
、
「
有
史
以
来
の
大
地
震
」
と
い
わ
れ
た
一
九
〇
六
年
四
月
の
震
災

に
対
し
日
本
が
ど
う
対
応
し
た
か
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
外

務
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
現
地
の
日
本
領
事
館
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
駐
米
日

本
大
使
館
、
外
務
省
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
政
府
の
三
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

対
応
を
模
索
す
る
。
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
領
事
は
、
領
事
館
に
集

ま
っ
て
き
た
日
本
人
と
共
に
、
罹
災
日
本
人
救
済
会
を
設
立
。
そ
の
後
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
、
バ
ー
ク
レ
ー
、
ア
ラ
メ
ダ
な
ど
各
地
に
救
済
会
が
作
ら
れ
る
。

駐
米
日
本
大
使
は
天
皇
か
ら
の
救
助
金
を
は
じ
め
、
日
本
の
す
み
や
か
な

対
応
を
う
な
が
し
、
ま
た
日
本
政
府
と
は
別
に
友
好
団
体
米
友
協
会
も
、

援
助
に
つ
い
て
積
極
的
に
動
き
出
し
た
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
も
全
国

か
ら
義
掲
金
を
募
集
し
活
発
な
運
動
を
展
開
す
る
が
、
日
本
政
府
に
よ
る

義
掲
金
募
集
の
広
報
活
動
が
、
や
が
て
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
義
掲
金
の
多
く
は
日
本
人
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
一
般
罹
災
者
を
も
対
象
と
し
て
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
人
移
民
に
対
す
る
差
別
が
解
消
す
る
こ
と
を
願
い
、

ま
た
黄
禍
論
や
日
米
戦
争
論
に
よ
っ
て
国
家
関
係
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に

と
の
配
慮
も
あ
っ
て
な
さ
れ
た
措
置
で
あ
り
、
当
初
外
国
か
ら
の
援
助
を

一
切
受
け
つ
け
な
い
と
い
う
方
針
を
掲
げ
て
い
た
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統

領
の
態
度
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め

と
す
る
在
米
日
本
人
も
義
掲
金
の
募
集
に
大
い
に
動
き
、
反
日
で
知
ら
れ
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た
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
で
さ
え
、
日
本
の
救
済
活
動

を
評
価
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
本
章
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
震
災
の

罹
災
者
を
救
援
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
対
応
の
特
徴
を
三
つ
に
要
約
し
て

い
る
。
第
一
に
何
と
し
て
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
震
災
の
救
済
に
役
立

ち
た
い
と
す
る
熱
心
な
態
度
。
第
二
に
米
国
、
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
お
け
る
日
本
あ
る
い
は
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
好
転
さ
せ
よ
う
と
い
う

目
的
。
第
三
に
日
本
の
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
義
掲
金
が
外
国
か
ら
の
義

揖
金
と
し
て
は
初
め
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
救
済
委
員
会
に
よ
り
受
理

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
従
来
、
日
露
戦
争
後
の
日
米
関
係
に
つ
い
て
は
、
太
平
洋
沿
岸
へ
の
移

民
の
増
加
も
手
伝
っ
て
、
黄
禍
論
あ
る
い
は
日
米
戦
争
論
が
強
調
さ
れ
る

あ
ま
り
、
日
米
関
係
は
急
速
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
と
の
説
明
が
通

説
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
震
災
を
「
利
用
」
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
好
転

に
日
本
側
が
積
極
的
に
動
い
た
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
態
度
の
変
更
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
三
章
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
」
は
、

本
論
文
の
中
心
を
成
す
が
、
六
節
か
ら
成
る
。

　
第
一
節
「
中
国
人
に
対
す
る
隔
離
教
育
と
日
本
人
子
弟
の
教
育
問
題
に

関
す
る
一
考
察
」
は
、
一
九
〇
六
年
及
び
『
二
年
に
発
生
す
る
隔
離
問
題

の
さ
き
が
け
と
し
て
、
一
八
九
三
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
起
き
た
日

本
人
学
童
に
対
す
る
隔
離
問
題
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
隔
離
学
校

の
設
置
、
日
本
人
学
童
を
め
ぐ
る
差
別
と
日
本
の
対
応
、
日
本
語
学
校
の

変
遷
と
存
在
意
義
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
四

O
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
中
国
移
民
に
対
し
、
早
く
も
一
八
五
二

年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
は
白
人
労
働
者
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
、

中
国
人
移
民
問
題
を
と
り
あ
げ
、
政
治
問
題
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て

一
八
八
五
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
市
・
郡
学
務
局
は
中
国
人
を
公
立

小
学
校
か
ら
排
除
す
る
決
議
を
行
い
、
州
最
高
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
同

決
議
は
無
効
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
正
式
な
中
国

人
専
用
の
「
中
国
人
小
学
校
」
が
設
置
さ
れ
、
後
に
「
東
洋
人
学
校
」
と

な
っ
て
、
中
国
人
及
び
日
本
人
を
同
学
校
に
通
学
さ
せ
よ
う
と
の
動
き
が

出
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
学
童
を
隔
離
せ
よ
と
い
う
問
題
が
最
初
に

発
生
し
た
の
は
、
一
八
九
三
年
で
あ
り
、
「
今
後
日
本
人
が
公
立
小
学
校

に
入
学
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
「
中
国
人
学
校
」
に
限
り
そ
の
入
学
を
許
可

す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
議
案
を
提
出
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
時
か
ら

始
ま
る
。
こ
の
決
議
は
無
効
と
さ
れ
る
が
、
一
九
〇
五
年
再
び
日
本
人
学

童
に
対
す
る
隔
離
決
議
案
が
学
務
局
に
上
程
さ
れ
、
そ
の
後
も
日
本
人
学

童
を
一
般
の
公
立
小
学
校
か
ら
追
放
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
連
綿
と
し
て

続
く
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
日
本
人
移
民
に
対
す
る
日
本
語
学
校
も
、
移

民
の
増
大
と
と
も
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
に
増
大
し
て
い
く
が
、
そ

う
し
た
外
国
語
学
校
に
対
す
る
取
締
り
も
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い
く
。

　
本
節
で
は
こ
う
し
た
中
国
人
に
対
す
る
隔
離
と
日
本
語
学
校
を
中
心
と

す
る
日
本
人
移
民
の
子
弟
に
対
す
る
教
育
と
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ

側
の
反
応
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
節
「
一
九
〇
六
年
の
隔
離
決
議
を
め
ぐ
る
在
米
日
本
人
の
対
応
」

は
、
一
九
〇
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
人
学
童
隔
離
問
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題
に
対
す
る
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
領
事
、
在
米
日
本
大
使
、
在
米

日
本
人
連
絡
協
議
会
の
対
応
の
特
徴
を
、
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
野
領
事
は
、
隔
離
決
議
が
行
わ
れ
た
翌
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
学
務

局
へ
決
議
に
対
す
る
抗
議
の
書
簡
を
送
り
、
学
務
局
か
ら
の
回
答
が
届
か

な
い
と
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
市
長
代
理
に
も
抗
議
書
を
送
り
、
隔
離

決
議
が
日
米
問
の
条
約
違
反
で
あ
る
こ
と
、
日
本
人
が
こ
の
措
置
が
屈
辱

的
で
不
当
な
人
権
差
別
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
申
し
入
れ
た
。

同
時
に
上
野
領
事
は
、
在
米
日
本
人
が
個
人
的
な
行
動
に
出
た
り
、
強
硬

な
手
段
に
訴
え
た
り
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。
抗
議
の
た
め

の
「
居
留
民
大
会
」
を
中
止
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
り
、
隔
離
を
不
服
と

し
て
合
衆
国
巡
回
裁
判
所
に
訴
訟
を
起
し
た
日
本
人
移
民
に
、
訴
訟
撤
回

の
勧
告
を
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
行
動
に
よ
っ

て
排
日
運
動
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
ワ
シ
ン

ト
ン
の
青
木
周
蔵
大
使
は
、
連
邦
政
府
宛
に
隔
離
決
議
の
不
当
性
を
訴
え

る
と
同
時
に
メ
ト
カ
フ
国
務
長
官
と
交
渉
を
行
い
、
同
時
に
移
民
制
限
と

引
換
え
に
日
本
人
の
帰
化
権
獲
得
の
要
請
を
す
る
よ
う
日
本
政
府
に
提
案

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
在
米
日
本
人
連
合
協
議
会
は
、
領
事
や
駐
米
大

使
と
は
異
な
る
独
自
の
立
場
か
ら
、
学
務
局
な
ど
に
働
き
か
け
た
り
、
日

本
の
世
論
を
喚
起
し
よ
う
と
努
め
た
。
そ
し
て
、
居
留
民
大
会
を
開
催
し

て
、
在
米
日
本
人
の
意
志
を
統
一
し
、
団
結
を
呼
び
か
け
、
ま
た
日
本
の

領
事
で
は
な
く
外
務
大
臣
に
直
接
働
き
か
け
た
り
、
地
元
で
影
響
力
の
あ

る
ア
メ
リ
カ
人
に
訴
え
る
な
ど
し
て
、
学
務
局
の
違
法
を
取
り
消
す
た
め
、

合
衆
国
の
世
論
を
利
用
し
よ
う
と
し
、
ま
た
こ
の
事
件
を
広
く
日
本
国
民

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
日
本
の
新
聞
社
へ
も
積
極
的
に
働
き
か
け
た
。

だ
が
肝
心
の
日
本
政
府
は
、
日
本
人
学
童
が
隔
離
さ
れ
る
こ
と
は
屈
辱
的

で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
手
段
を
と
り
得
ず
、
合
衆
国
政
府
の

指
示
通
り
に
動
き
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
そ
の
解
決
を
任
せ
る
と

と
も
に
、
移
民
制
限
交
渉
を
水
面
下
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は

大
統
領
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
学
務
局
員
、
市
長
等
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に

招
き
、
日
本
人
に
帰
化
権
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
日
本
人
移
民
の
流
入
を

阻
止
す
る
と
い
う
手
段
に
出
る
。
こ
の
間
の
動
き
が
各
種
の
資
料
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
三
節
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
政
と
学
童
隔
離
問
題
」
は
、
同
問
題

が
ど
の
よ
う
な
市
政
の
状
況
下
で
生
じ
た
も
の
か
、
ま
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
市
政
を
動
か
し
て
い
た
二
人
の
人
物
、
政
治
ボ
ス
の
ル
ー
フ
と
シ
ュ

ミ
ッ
ツ
市
長
、
そ
し
て
彼
ら
の
支
配
下
に
あ
っ
た
学
務
局
や
一
般
市
民
の

隔
離
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
し

て
い
る
。
当
時
学
務
局
は
ル
ー
フ
と
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

両
者
は
い
ず
れ
も
隔
離
問
題
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
ル
ー
フ

は
、
収
賄
事
実
の
発
覚
や
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
人
気
に
よ
っ
て
、
自
分
の
地
位

に
陰
り
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
学
童
隔
離
を
行
う
こ
と
で
人
々
の
関
心

を
収
賄
問
題
か
ら
そ
ら
し
、
ボ
ス
と
し
て
の
面
目
を
保
ち
、
ま
た
労
働
組

合
員
か
ら
の
支
持
を
自
分
に
と
り
も
ど
す
た
め
、
最
後
の
切
り
札
と
し
て

利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
は
市
長
に
か
つ
が
れ

た
当
初
は
、
政
治
的
に
無
知
で
、
市
政
の
実
権
は
ル
ー
フ
に
あ
っ
た
が
、

や
が
て
学
童
隔
離
問
題
が
外
交
交
渉
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
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こ
れ
を
利
用
し
て
裁
判
を
引
き
の
ば
し
、
市
民
の
支
持
を
一
層
集
め
る
た

め
の
手
段
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ス
と
市
長
が

人
々
の
目
を
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
か
ら
そ
ら
し
、
権
力
復
権
の
た
め
に
利
用
し

よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
の
私
文
書
な
ど
を
十
二
分
に
活
用
し

て
明
ら
か
に
し
た
の
が
本
節
で
あ
る
。

　
第
四
節
「
国
務
省
の
対
応
」
は
、
学
童
隔
離
問
題
が
半
年
に
お
よ
ぶ
連

邦
政
府
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
側
と
の
交
渉
の
結
果
、
最
終
的
に
は
大

統
領
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
決
着
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
、

大
統
領
、
司
法
省
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
、
駐
米
日
本
大
使
等
と
緊
密
な

連
絡
を
と
り
、
移
民
問
題
な
ど
の
対
応
に
あ
っ
た
の
は
、
国
務
長
官
の
ル
ー

ト
で
あ
っ
た
。
本
節
は
、
ル
ー
ト
長
官
と
出
先
機
関
の
や
り
と
り
を
国
務

省
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
る
。
ル
ー
ト
長
官
は
、
第
一
に
隔

離
問
題
の
本
質
を
日
本
人
労
働
者
の
流
入
が
原
因
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い

た
が
、
公
け
に
は
日
本
人
が
労
働
者
と
し
て
「
優
秀
な
た
め
に
」
現
地
の

労
働
者
と
の
競
合
問
題
が
発
生
し
て
い
る
と
分
析
。
第
二
に
一
八
九
四
年

に
締
結
さ
れ
た
日
米
通
商
航
海
条
約
に
は
、
日
本
側
の
主
張
し
た
教
育
に

対
す
る
最
恵
国
待
遇
を
行
う
権
利
が
含
ま
れ
て
い
る
と
把
握
し
、
最
終
的

に
は
日
米
条
約
の
限
界
を
認
め
、
連
邦
政
府
の
名
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

州
法
の
合
憲
性
を
問
う
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
行
う
よ
う
指
示
し
、

第
三
に
日
本
人
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
化
す
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
少
な
く
と
も
隔
離
問
題
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
時
点
で
議
論
す
る

こ
と
は
「
無
益
で
あ
る
」
と
し
、
帰
化
権
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
方
を

し
て
い
た
。
第
四
に
、
学
務
局
が
「
東
洋
人
学
校
」
も
一
般
の
公
立
学
校

と
全
く
同
じ
教
育
上
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
と
の
主
張
に
対
し
、
「
全

く
同
じ
」
で
あ
る
と
は
み
な
せ
な
い
と
し
、
第
五
に
国
務
省
内
部
の
意
見

調
整
に
あ
た
り
、
日
本
に
あ
る
出
先
機
関
と
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
情
報

収
集
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ル
ー
ト
は
ハ
ワ
イ
な
ど
か
ら
日

本
人
移
民
が
米
国
本
土
に
行
く
こ
と
を
禁
止
す
る
と
同
時
に
、
日
米
条
約

で
は
何
ら
保
障
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
学
童
が
東
洋

人
学
校
で
な
い
一
般
の
公
立
小
学
校
に
通
う
資
格
を
市
側
に
認
め
さ
せ
る

上
で
、
多
大
の
貢
献
を
行
っ
た
と
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
節
「
セ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
対
応
を
中
心
と
し
て
」
は
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
が
依
然
と
し
て
隔
離
決
議
を
撤
回
し
な
い
学
務

局
の
幹
部
を
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
招
聰
す
る
こ
と
を
考
え
、
さ
ら
に
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
市
長
を
も
招
き
、
隔
離
決
議
を
と
り
消
す
条
件
と
し
て
、
移
民

制
限
を
行
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
以
上
か
ら
本
節
に
お
い
て
、
ロ
ー
ズ

ヴ
ェ
ル
ト
の
対
応
は
五
つ
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
日
本
に
対
し
て
は
正

義
と
公
正
さ
に
基
い
て
対
処
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
懐
柔
策
と
し
て
は
最

も
効
果
的
と
み
ら
れ
た
帰
化
権
の
付
与
を
示
唆
し
た
こ
と
、
第
二
に
国
内

向
け
に
は
、
軍
事
力
の
行
使
を
も
辞
さ
な
い
と
い
っ
た
強
硬
政
策
を
と
る

こ
と
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
人
に
対
す
る
暴
力
行
為
を

や
め
さ
せ
た
こ
と
、
第
三
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
州
権
論
者
や
州
議
会
に

対
し
て
は
、
日
本
人
を
中
傷
す
る
と
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
彼
ら
か
ら
移
民
制

限
を
と
り
つ
け
ら
れ
な
く
な
る
と
説
得
し
た
こ
と
、
第
四
に
こ
の
機
会
に

乗
じ
て
日
本
の
軍
事
的
脅
威
を
あ
お
り
、
海
軍
力
増
強
を
説
い
た
こ
と
、

最
後
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
交
渉
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
選
出
議
員
を
、
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州
議
会
に
対
し
て
は
知
事
を
、
あ
る
い
は
必
要
に
応
じ
て
現
地
の
事
情
に

詳
し
い
者
を
う
ま
く
利
用
し
た
こ
と
。
以
上
に
よ
り
極
め
て
現
実
的
な
行

動
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
学
童
隔
離
問
題
と
移
民
制
限
を
巧
み
に
結
び
つ

け
る
い
わ
ゆ
る
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
有
様
が
巧
み
に
分
析
さ

れ
て
い
る
。

　
第
六
節
「
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
と
日
米
関
係
」
は
、
学
童
隔
離
問
題

に
対
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
と
連
邦
政
府
の

あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
各
地
で
噴
出
し
た
反
応

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
露
戦
争
後
の
日
米
関
係
に
お
い
て
本
問
題

の
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
な
っ
た
の
か
、
何
故
本
件
が
米
国
で
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
よ
る
メ
ト
カ
フ
商
務
労
働
長

官
の
派
遣
と
州
権
論
争
、
日
米
貿
易
へ
の
懸
念
、
日
米
戦
争
論
・
南
部
・

中
西
部
の
動
向
の
四
点
を
あ
げ
る
。
メ
ト
カ
フ
の
派
遣
に
伴
い
、
連
邦
政

府
と
州
と
の
間
に
対
立
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
五
節
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
米
貿
易
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
移
民
排

斥
に
反
発
し
て
米
貨
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
清
国
で
発
生
し
、
日
本
に
波
及

で
も
し
た
ら
東
洋
貿
易
全
体
を
危
う
く
す
る
こ
と
さ
え
懸
念
さ
れ
た
。
だ

が
、
日
米
双
方
が
速
か
に
行
動
を
と
っ
た
結
果
、
日
米
貿
易
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
横
浜
・
神
戸
の

五
商
業
会
議
所
が
連
名
で
大
統
領
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
一
五
の
商

業
会
議
所
に
今
後
同
様
な
事
件
が
勃
発
す
れ
ば
、
国
交
の
親
善
や
通
商
の

発
達
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
十
分
配
慮
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

書
を
送
付
し
、
シ
ア
ト
ル
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
両
会
議
所
は
、
日
本

人
移
民
排
斥
に
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し
、
日
米
経
済
関
係
の
発
展
の
た

め
に
も
移
民
問
題
に
努
力
す
る
旨
の
決
議
書
を
発
表
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。

　
日
米
戦
争
論
に
つ
い
て
は
、
逆
に
大
統
領
と
し
て
戦
争
に
発
展
す
る
可

能
性
を
ほ
の
め
か
す
こ
と
で
、
当
時
海
軍
拡
張
に
消
極
的
で
あ
っ
た
連
邦

議
会
や
世
論
に
働
き
か
け
政
権
を
強
化
す
る
こ
と
も
忘
れ
ず
、
日
米
関
係

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
日
本
側
に
配
慮
す
る
行
動
を
と
っ
た
こ

と
が
ア
メ
リ
カ
の
西
部
・
南
部
・
中
西
部
を
中
心
と
し
た
各
地
域
に
お
け

る
州
権
論
争
を
巻
き
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
終
章
「
連
邦
政
治
と
地
方
政
治
」
は
、
対
外
政
策
を
め
ぐ
る
連
邦
と
地

方
の
政
治
の
特
徴
を
考
え
る
。
特
に
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
を
め
ぐ
る
連

邦
政
府
と
州
政
府
、
あ
る
い
は
連
邦
政
府
と
市
政
府
と
の
交
渉
経
緯
を
ふ

り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
両
者
の
力
関
係
や
権
限
を
め
ぐ
る
掛
け
引
き
が
色

濃
く
出
て
く
る
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
外
国
の
交
渉
は
国
家
だ

け
が
出
来
る
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
州
も
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
、
米
国
に
お
け
る
外
国
出
身
の
市
民
の
地
位
を
決
定
す
る
の
は
国
家

で
あ
る
と
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
国
家
の
代
表
で
あ
る
大
統
領
は
時
に
は

自
国
内
に
き
び
し
い
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
国
と
の
友
好
関
係

を
保
ち
、
一
方
州
知
事
、
市
長
な
ど
は
地
元
の
利
益
を
最
大
限
に
引
き
出

す
た
め
に
簡
単
に
決
議
の
撤
回
に
応
ぜ
ず
、
連
邦
政
府
側
と
の
交
渉
に
臨

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
従
来
外
交
史
の
観
点
か
ら
二
国
間
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の
交
渉
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
移
民
問
題
、
あ
る
い
は
社
会
学
の
専
攻

者
が
人
種
問
題
と
し
て
論
じ
て
き
た
問
題
を
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
問
題
と

し
て
の
重
要
性
に
着
目
し
、
特
に
連
邦
政
府
と
地
方
政
府
と
の
関
係
に
焦

点
を
し
ぼ
り
、
現
地
社
会
の
全
体
の
中
で
の
日
本
人
の
存
在
を
意
識
し
な

が
ら
、
学
童
隔
離
問
題
が
発
生
し
た
背
景
や
、
日
本
政
府
と
連
邦
政
府
、

あ
る
い
は
地
方
政
府
と
連
邦
政
府
が
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
行
い
、
最
終
的

に
日
本
人
移
民
の
制
限
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
点
が
評

価
で
き
る
。
資
料
に
つ
い
て
も
、
連
邦
政
府
、
地
方
政
府
お
よ
び
日
本
外

務
省
に
保
存
さ
れ
て
い
る
当
時
の
一
次
資
料
に
依
拠
し
た
と
こ
ろ
が
大
き

い
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
内
政
治
に
関
す
る
研
究
を
公
刊
さ
れ
た
の

み
な
ら
ず
、
非
公
刊
の
博
士
論
文
、
さ
ら
に
は
日
本
赤
十
字
社
の
社
史
、

当
時
の
内
外
の
新
聞
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
、
元
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
市
長
の
個
人
文
書
な
ど
、
渡
米
し
て
渉
猟
し
た
点
も
高
く
評
価
で
き
よ

う
。　

本
論
文
の
大
部
分
は
、
か
つ
て
『
法
学
政
治
学
論
究
』
『
法
学
研
究
』

に
発
表
さ
れ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
学
会
に
お
け
る
発
表
に
よ
っ
て
、
研
究
者

の
批
判
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

　
だ
が
本
論
文
に
も
若
干
の
問
題
が
あ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け

る
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
に
関
す
る
地
方
政
治
と
連
邦
政
治
の
連
関
に
つ

い
て
は
、
ロ
ー
カ
ル
対
中
央
の
問
題
、
あ
る
い
は
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
と
し
て
巧
み
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
果
し
て
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
政

治
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
外
交
の
分
析
に
ど
こ
ま
で
一
般
化
が
可
能
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
ア
メ
リ
カ
研
究
、
日
米
関
係
研
究
を

続
け
て
い
く
上
で
、
克
服
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　
以
上
、
若
干
の
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
本
論
文
は
大
学
院
修
士
課
程
の

時
代
か
ら
追
い
求
め
て
き
た
研
究
の
集
大
成
で
あ
り
、
法
学
博
士
（
慶
鷹

義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
九
五
年
一
一
月
一
七
日

主
査

副
査

副
査

慶
磨
義
塾
大
学
法
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部
教
授

法
学
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科
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員
法
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
社
会
学
博
士

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

池
井
　
　
優

川
合
隆
男

久
保
文
明
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